
［参考資料］ 

江田島市の空き家対策（現行） 

 

（１）総合的対策 

空き家相談窓口の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会等の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・空き家のことで気軽に相談できる総合窓口を都市整備課内（Ｈ27.9）に設置しています。 

・売却,賃貸,管理,法律等の相談については，「ひろしま空き家の窓口」，「江田島総合相談

センター」とも連携しながら相談を受け付けています。 

空き家の相談を希望される方

助言 相談

空き家バンクを活用したい

【江田島市役所 都市整備課】
０８２３－４３－１６４７

空き家相談窓口

【交流促進課】

江田島市空き家バンク

（直接相談も可）
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■相談受付数 

相談内容 
Ｈ27 年度 
（Ｈ27.9～） Ｈ28 年度 

Ｈ29 年度 
（12 月末) 

近燐空き家への苦情 16 件 35 件 26 件 

解体事業者を紹介して
欲しい 

4 件 1 件 1 件 

所有している空き家の
活用・解体で悩んでいる 

8 件 4 件 3 件 

空き家活用時の補助制
度 

1 件 0 件 0 件 

計 29 件 40 件 30 件 

 

・空き家問題を市民に考えてもらうための取組として，

「『空き家問題』対策講演会」を開催（Ｈ27.９）して

います。 



 

 

 

 

 

 

（２）発生抑制 

木造住宅耐震診断・耐震改修費補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽光発電システム等設置補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者等・障害者住宅改修費補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・地震に強いまちづくりを推進するため，耐震診断を無料で実施しています（Ｈ25 年度～）。

また，耐震改修工事に要する費用の一部を補助しています（Ｈ26 年度～）。 

・耐震改修工事の補助金の額は，改修工事費の５割（ただし，最大 60 万円）としています。 

■実績 

 Ｈ25 年度 Ｈ26 年度 Ｈ27 年度 Ｈ28年度 Ｈ29 年度 
(12 月末) 

耐震診断 ５件 ８件 ９件 9 件 4 件 

耐震改修
工事 

－ 1 件 1 件 0 件 0 件 

※耐震改修工事の補助は年間 2 件まで 

■制度の概要 

対象者 ・住宅の所有者など 

対象となる 
住宅 

・昭和 56 年５月 31 日以前に着工した
木造住宅 

・個人所有の住宅で 3 階以下 
・賃貸用でない住宅 など 

助成金額 
・耐震診断費の全額 
・耐震改修工事費の 10 分の５ 
（最大 60 万円） 

 

 

・環境保全意識の高揚等を図るため，太陽光発電システム及び省エネルギー設備の設置に

要する費用の一部を補助しています（Ｈ23 年度～）。 

・補助金の額は，対象経費（ただし，最大７万円）としています。 

■実績 

Ｈ23 
年度 

Ｈ24 
年度 

Ｈ25 
年度 

Ｈ26 
年度 

Ｈ27 
年度 

Ｈ28 
年度 

Ｈ29 
年度 

(12 月末) 

46 件 31 件 23 件 23 件 16 件 9 件 7 件 

 

■制度の概要   

対象者 ・住宅の所有者など 

対象となる 
設備 

・10ｋｗ未満の太陽光発電システム 
・LED 照明器具 
・断熱材，複層ガラス 
・高効率給湯器 など 

助成金額 ・対象経費（最大 7 万円） 

 

・要支援・要介護の認定を受けた高齢者等又は身体障害者等の自宅に対して，手すりの取

付や段差の解消等に要する費用の一部を補助しています（Ｈ12 年度～）。 

・補助金の額は，原則，改修工事費の９割（ただし，最大 20 万円）としています。 

■実績 
 Ｈ23 

年度 
Ｈ24 
年度 

Ｈ25 
年度 

Ｈ26 
年度 

Ｈ27 
年度 

Ｈ28 
年度 

Ｈ29 
年度 

(12月末) 
高齢者等 
住宅改修 

167 件 171 件 166 件 160 件 158 件 146 件 89 件 

障害者 
住宅改修 

２件 ３件 ０件 ０件 ２件 0 件 0 件 

 

■制度の概要 

対象者 

・介護保険制度で要支援・要介護の認定
を受けた方 

・下肢・体幹機能・脳原性移動機能障害
で身体障害者手帳 3 級以上の方 など 

対象となる 
改修工事 

・手すりの取付 
・床段差の解消 
・便器の取替 など 

助成金額 
・改修工事費の 10 分の９ 
（最大 20 万円） 

 



 

 

 

（３）活用 

空き家バンク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空き家清掃費補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定住促進補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・空き家の賃貸・売却を希望される方から登録の申し込

みを受けた物件情報を,江田島市のホームページで公

開しています（Ｈ19 年度～）。 

・移住・定住を希望される方に登録された物件を紹介し，

現地の案内などを行っています。 

・固定資産税の課税通知書を活用して，空き家バンク登

録の呼びかけを行っています。 

・空き家バンクに登録された物件について,業者等に委託して建物内の清掃や樹木の伐採，

草刈り等を行う場合，その費用の一部を補助しています（Ｈ25 年度～）。 

・補助金の額は，対象経費（ただし，最大２万円）としています。 

・江田島市への定住を促進するため，定住を目的とした住宅の新築又は購入に要する費用

の一部を補助（Ｈ20 年度～）。平成 29 年度から転入後 1年→3年に要件を緩和。 

・補助金の額は，新築又は購入金額の３％（ただし，最大 30 万円）としています。 

■実績 

Ｈ23 
年度 

Ｈ24 
年度 

Ｈ25 
年度 

Ｈ26 
年度 

Ｈ27 
年度 

Ｈ28 
年度 

Ｈ29 
年度 

(12 月末) 

7 件 3 件 6 件 11 件 11 件 11 件 7 件 

 

 

■制度の概要 

対象者 

・自らが居住する目的で，新たに市内に
住宅を新築又は購入した方 

・転入前２年以上，江田島市以外に居住
していた方 

※転入後 5 年間は江田島市に在住する
ことが条件 

対象となる 
住宅 

・新築又は購入金額が 300 万円以上の
物件 

助成金額 
・新築又は購入金額の 100 分の３ 
（最大 30 万円） 

 

■空き家バンクの実績 

 
Ｈ19 
年度 

Ｈ20 
年度 

Ｈ21 
年度 

Ｈ22 
年度 

Ｈ23 
年度 

Ｈ24 
年度 

Ｈ25 
年度 

Ｈ26 
年度 

Ｈ27 
年度 

Ｈ28 
年度 

Ｈ29 
年度 

(12 月末) 
計 

新規登録件数 3 件 13 件 19 件 11 件 12 件 28 件 34 件 15 件 25 件 21 件 22 件 192 件 

成約 
件数 

売買 0 件 0 件 7 件 4 件 1 件 10 件 7 件 8 件 12 件 8 件 9 件 60 件 

賃貸 0 件 2 件 10 件 6 件 7 件 12 件 15 件 9 件 6 件 8 件 5 件 79 件 

登録削除件数 0 件 5 件 1 件 1 件 0 件 3 件 4 件 0 件 4 件 2 件 2 件 22 件 

年度末登録件数 3 件 9 件 10 件 10 件 14 件 17 件 25 件 23 件 28 件 29 件 33 件   
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■制度の概要 

対象者 ・空き家バンク登録者 など 

対象となる 
業務 

・建物内の清掃，建物敷地内にある樹木
の伐採・草刈り，伐採した樹木など，
不要物の処分費 

助成金額 ・対象経費（最大２万円） 

 

■実績 

Ｈ25 年度 Ｈ26 年度 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 
Ｈ29 年度 
(12 月末) 

13 件 ７件 １件 3 件 0 件 

 



 

 

 

（４）適正管理，除却 

安全対策措置通知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険家屋除却費補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・近隣の家屋が管理されていないことにより,安全対策等の相談があった場合，職員が状態を

確認し，所有者に対して対策の必要性を通知しています（Ｈ20 年度～）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実績 

 
Ｈ20 
年度 

Ｈ21 
年度 

Ｈ22 
年度 

Ｈ23 
年度 

Ｈ24 
年度 

Ｈ25 
年度 

Ｈ26 
年度 

Ｈ27 
年度 

Ｈ28 
年度 

Ｈ29 
年度 

(12 月末) 
計 実 

件数 

うち 
除却
等 

江田島町 2 件 1 件 1 件 5 件 3 件 7 件 9 件 9 件 5 件 4 件 46 件 35 件 15 件 

能美町 1 件 4 件 0 件 1 件 3 件 6 件 4 件 8 件 4 件 2 件 33 件 23 件 16 件 

沖美町 0 件 0 件 0 件 0 件 2 件 1 件 4 件 2 件 6 件 4 件 19 件 16 件 4 件 

大柿町 2 件 2 件 4 件 1 件 11 件 9 件 7 件 21 件 12 件 ５件 74 件 59 件 29 件 

計 5 件 7 件 5 件 7 件 19 件 23 件 24 件 40 件 27 件 15 件 172 件 133 件 64 件 

 

・老朽化した空き家の倒壊などを防ぐため，危険家屋の条件を満たす空き家の解体費用の

一部を補助しています（Ｈ25 年度～）。 

・補助金の額は，解体工事費の３割（ただ

し，最大 30 万円）としています。 

・平成 27 年度には,危険家屋の認定基準の

緩和や補助対象要件を拡大しています。 

■実績 

 Ｈ25 年度 Ｈ26 年度 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 
(12 月末) 

申請件
数 

23 件 10 件 14 件 33 件 12 件 

認定件
数 ６件 １件 ３件 15 件 5 件 

交付決
定件数 ６件 １件 ２件 9 件 ５件 

 

■制度の概要 

対象者 ・危険家屋の所有者など 

対象となる 
危険家屋 

・以下の条件をすべて満たすもの 
①市内にある木造住宅 
②築 23 年以上の空き家 
③道路又は使用されている住宅の敷地
に影響がある 

④危険度判定の基準を満たすもの 

助成金額 
・解体工事費の 10 分の３ 
（最大 30 万円） 

 

■制度改正のポイント

（改正後）
住宅地区改良法施行規則別表第１
（い）欄に掲げる評点区分１及び
評点区分２にて判定し１００点以上

（改正後）

公道に面している場合に加え，現に
使用されている住宅が存在する敷地
(隣地)に影響がある場合も対象

（改正前）

住宅地区改良法施行規則別表第１
（い）欄に掲げる
評点区分２にて判定し１００点以上

◎危険家屋の認定基準の緩和

（改正前）
公道に面している場合に限り対象

◎補助対象建築物の要件拡大


